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ＪＡＳ規格の制定・見直しの基準

平成２４年２月２４日

農林物資規格調査会決定

この基準は、本調査会がＪＡＳ規格の制定又は見直しについて審議するにあたっ

てのガイドラインであり、本調査会がその内部規程として定めるものである。

Ⅰ ＪＡＳ規格の制定・見直しの基準

１ 規格の性格の明確化

規格の制定又は見直しはＪＡＳ規格として普及すべき「特色規格」又は「標

準規格」であるかを明確化した上で検討する。

その際、当該製品の生産状況（製造業者数、小売販売額、品質の実態）、

規格の利用実態（格付率、利用率、他法令での引用等）、国際的な規格の動

向等を考慮し、特色規格にあっては、一般的な製品との間に明確な品質格差

があるか等、標準規格にあっては、生産、取引又は使用の際の一定のスタン

ダードとして機能しているか等の観点から検討する。

（１）特色規格

製品の品質（品位、成分、性能等）、生産・流通行程（原材料、製法等）

が、当該品目の標準的な品質・行程と比較して、相当程度明確化された特

色を有しているもの。

（２）標準規格

次のいずれかのもの。

ア 原材料用に業者間で取引きされる品目で、一定の品質が期待されるなど、

取引の単純公正化に資する観点から標準が必要なもの

イ 消費者が調理等の材料とする品目で、一定の品質が期待されるなど、使

用の合理化に資する観点から標準が必要なもの

ウ 最終製品として直ちに使用・消費に供される品目で、一定の品質が期待

されるものや、類似の名称の製品が存在するものなど、消費者保護の観点

から名称や品質の標準が特に必要なもの

２ 規格の制定の基準

次の場合に規格の制定を検討する。

ア 消費者、実需者、生産者又は製造業者から強い要望があり、特色規格及

び標準規格のいずれかに該当する場合

イ 国際的規格の動向や消費者ニーズへの対応等その普及について政策的な

必要性が認められる場合
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３ 規格見直しの基準

（１）廃止を検討するに当たっての基準

ＪＡＳ規格として普及すべき「特色規格」又は「標準規格」と位置付け

ることができない規格は廃止を検討する。

ただし、規格改正により当該「特色規格」又は「標準規格」と位置付け

ることができることを客観的に明示できる場合は、改正する方向で検討す

るものとする。

（２）改正を検討するに当たっての基準

規格の改正は次の観点から検討を行う。その際、遵守義務のある規格等

との関係を考慮して必要な整理を行う。

ア 消費者向けの規格

良質な製品を提供する観点（原材料の増量材的使用の制限、まがいも

のの防止等）及び消費者ニーズに対応した製品を提供する観点（食品添

加物の使用が必要かつ最小限であることを消費者に伝える等）

イ 実需者向けの規格

性能規定化（強度、耐久性等の材料の性能に着目した規格の導入）、

等級化等取引の合理化を図る観点及び実需者に良質な製品を提供する観

点

（３）確認

廃止又は改正を行わない規格は、確認するものとする。

Ⅱ その他

１ 新しい切り口のＪＡＳ規格（例えば、いくつかの種類の農林物資にまたがっ

て適用される規格等）の制定について審議する場合は、「特色規格」又は「標

準規格」に当てはまらない場合があり得ることから、その場合は必要に応じて

新たな基準を定めるものとする。

２ 規格の廃止又は改正に際しては、包装資材の在庫の状況等当該規格に係る製

品の生産又は製造の実態を考慮し、必要な経過措置を設けるものとする。

３ この基準は、平成２４年３月１日から施行する。
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